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小便器自動洗浄装置

標記板○

衛生器具付属水栓

衛生器具ユニット

洋風便器

洗面器

２．特 記 仕 様

  　章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

特記事項

２．工　事　仕　様

１．共 通 仕 様

章 項　　　目

４．指　定　部　分　　　○ 無　　○ 有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

５．設　備　概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．工  事  種  目

○

（●印を付けたものを適用する）

工　事　種　目

建物別及び屋外

１．工　事　概　要

仕様書

２．建 物 概 要

１．工 事 場 所

屋　外

 範囲は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

○ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による。）

○ 厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

取り付け箇所は図示による。

○ 還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○ 外気ダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○ 膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の膨張

　 管の項による。

○ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の膨張管の項による。

○ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.５

　 の排水管の項による。

浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

空気調和設備の当該項目による。

取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

工事種別

重要機器は次のものを示す。

　 ○ 防災設備　　○ 監視制御設備　　○ 危険物貯蔵装置

　 ○ 火を使用する設備　　○ 避難経路上に設置する機器　　○

一式

一式

○ 温度計

圧力計

○ 瞬間流量計

保温及び消音
内貼り

保温

チャンバー

排気ダクトのシール○

ダンパー

風量測定口○

ダクト

一式

一式

一式

制御盤には（○ 給油ポンプ制御 ○ 満油警報 ○ 遠隔警報 ○ 電磁弁制御 ○ 返油

ポンプ制御 ○ 減油警報　○ 　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部

と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

○ 油面制御装置

(注)（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

（備考中の特定の施設，一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

一式

鋼板製煙道 伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

○ 高圧１ダクト（適用範囲は図示による｡）とする。

○ ステンレスダクト及び塩化ビニールダクトの仕様は別図による。

ダクト

○ 風量測定口 取り付け箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で

　　　消音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による｡

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する｡

チャンバー

（１）防煙ダンパー　　　　復帰方式（○ 遠隔　○　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　定格入力はＤＣ２４Ｖ、０.７Ａ以下とする。

（２）ピストンダンパー　　復帰方式（○ 遠隔　○　　　　　）

○ ダンパー

（１）冷温水管　　　　　　　　○

（２）冷却水管　　　　　　　　○ 

（３）油　　管　　　　　　　　○

（４）蒸 気 管　　給気管　　　○

　　　　　　　　　還　管　　　○

配管材料

配管材料 （１）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（ ○　　　　　　　　）

水栓

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

量水器

建物導入部配管

引込納付金等

配管材料

　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　○
洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

図示の箇所に取り付ける。満水試験継手

○要（○別途工事　○本工事）○不要放流納付金等○

配管材料

弁類

配管材料

　　　　　　　　　　地中 ○

（２）連結送水管　　一般 ○

　　　　　　　　　　地中 ○

絶縁継手 取り付け箇所は図示による。

配管

地中埋設標等

（２）埋設表示用テープ　○ 要（排水管を除く）○ 不要

保温

　 弁類を含む）は防凍保温を行う。仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.５

　 とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０ｍｍ、呼び径３２以上のもの

　 は４０ｍｍとする。

○ 共同溝、　　　　の保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　　　　　　）

　 を適用する｡

○ 多湿箇所は下記の場所とする｡(天井内共多湿箇所とする。)

塗装 下記の金属電線管は塗装を行なう。

下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

○ 倉庫　　○ 　　　　　○ 

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、ダイヤモンドカッターを用いる｡はつり○

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編２．４．１表４．２．１２による。電線類○

吊り及び支持金物○ （○ 槽内　○　　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

施　工　調　査○ ○下記によるほか、改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２による。

　　　　事前調査

　　　　　調査項目　　○

　　　　　調査範囲　　○ 　図示　　○

　　　　　調査方法　　○ 　図示　　○

試　　　　　 験 （１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

● 工事写真

・完成図等 完成図の詳細は現場説明書による。

○ 別途とする。

総合調整

電源周波数

容量等の表示 （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

耐震措置● 設備機器の固定等は、すべて「国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築

地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度Ｋ Ｈ及び設計用鉛直震度Ｋ Ｖ（ＫH ／２ ）

を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

設計用水平震度

設置場所

上層階
屋上及び塔屋

重要機器

中間階

１階及び地下階

一般機器 重要機器 一般機器

特定の施設 一般の施設

耐震安全性の分類

2.0

(2.0)

1.5

(2.0)

1.5

(1.5) (1.5)

(1.0) (1.0)

1.0

0.61.0

1.5

(2.0) (1.5)

1.0

0.6

(1.0)(1.5)

1.0

0.6

(1.0) (0.6)

0.4

<2.0> <1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.0>

<1.0>

<1.0>

<1.0>

<0.6>

<0.6>

<1.0>

設計用温湿度

○ 配管施工（配管工事）　　○ 建築板金施工（ダクト製作および取付け）

○ 熱絶縁施工（保温工事）　○ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

技能士の適用○

○ ○ 設けない　　　　　○ 設ける

工事用電力・水 
・その他

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

工事用仮設物○ 構内につくることが　　○ できる　  ○ できない

足場・さん橋類

○ 本工事で設置とする。

○ 改修標準仕様書第１編２．２．１によるほか下記による。

　　　○ 内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○ 外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

湿度(RH)湿度(RH)

夏期

冬期

温度(DB)

℃

℃

外　　気

湿度(RH)

％

％

一 般 系 統

℃

℃

温度(DB)

％

％

温度(DB)

℃

℃

％

％

℃

℃

温度(DB)

％

％

湿度(RH)

屋　　　　　　　　　内

小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は４Ｌ／回以下とし、使用状況により

洗浄水量を制御できるものとする。

○取り付け箇所　（○大便器　○小便器）　　材　質（○　　　　　　）

手洗器は止水栓付とする。

○ 設ける（ピット内は除く）　　○設けない

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

構成その他 図示による。

○ ダクト ○ 亜鉛鉄板　　○

○ 図示による排煙口の形式○

○ 排煙口手動開放装置 ○ ワイヤー式　○ 電気式（遠隔操作　○ 不要　○ 要）

（開放及び復帰方式）

○ 排煙風量測定 建築設備定期検査業務指導書(日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準ずる。

運転操作説明板 系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の板を

○ 電気保安技術者 工事現場におく電気保安技術者は、関東地方整備局制定の国土交通省関東地方整備局

営繕工事事業用電気工作物保安規定第５条に定める工事担当技術者の職務を補佐し、

電気工作物の保安業務を行うものとする。

機材の承諾図○ 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の機械設備工事機材承諾図様式集

管の埋設深さ

電気計装工事
の配線

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表４．２．１２の使用する
電線類の規格による。（機器、盤類は除く）

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。
天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

水栓柱

○ 室内空気中
の化学物質
の濃度測定

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督職員に報告すること。

測定はパッシブ型採集機器により行う。

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　・ 

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　・ 

ホルムアルデヒドの放散量

①JIS及びJASのＦ☆☆☆☆品

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品
③下記表示のあるJAS適合品
　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用
　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを
　　　放散させない材料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗装等使用
　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを
　　　放散させない塗装使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを
　　　放散させない塗装等使用

①JIS及びJASのＦ☆☆☆品
②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

③旧JISのＥ０品
④旧JASのＦc０品

該当する建築材料

規制対象外

第三種

６５A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

○ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

弁類

洗浄水量が10.5L/回以下のものとする。

埋め戻し土・盛土

建設発生土の処理

● 機材等 （１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上の

　　　ものを使用する。ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものと

（２）別表－１に示す材料・機材等の製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満

　　　たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能する

　　　　ものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられてい

　　　　ること。

（３）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(グリーン購入法)に規定

　　　される特定調達品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事

　　　項を満たすものとする。

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の１）から５）を満たすものとする。

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パー

　　　ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホ

　　　ルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、

      放散が極めて少ないものとする。

　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有し

　　　ない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエ

　　　ン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとす

　　　る。

  ４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させない

      か、放散が極めて少ないものとする。

　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具､書架､実験台､その

　　　他什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとす

      る。

　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホル

  アルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として

  規制対象外のものを使用する。ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のもの

  を使用するものとする。また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

● 化学物質を放散
させる機材等

　　　　　 トレンチ

●
 
一

般
共

通
事

項

○
排

煙
設

備

●
給

水
設

備

●

（２）地中埋設配管　　　●

（３）その他の一般配管　● 

● ●親メーター（● 貸与品　○　　　　）　○ 子メーター（○ 買い取り　○　　　　）

量水器桝

弁類●

　　　　　　　 ● その他の部分（ ○  ５Ｋ　● 　　　　　　）

ＪＩＳ又はＪＶ ● 水道直結部分（ ●１０Ｋ　○　　　　　　）　

１０Ｋ

● 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

●
排

水
設

備

●

（２）屋　　外　　第一桝まで  ●

　　　　　　　　　桝　　　間  ●

硬質塩化ビニル管

洗面器等の排水管●

配管用炭素鋼鋼管（白）

※上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層2階、１０～１２階

　建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階）

　中間階とは地下階,１階を除く各階で上層階に該当しないもの （平屋建の場合は無し）

屋内

●

●

● （１）地中埋設標　　　　● 要（図示の箇所）　○ 不要

●

26.0

22.0

50

45

●
空

気
調

和
設
備

●

● 冷媒管の外装の種別は（ ○ 図示による　　●　ＳＵＳ　　　　　　）

●
換

気
設

備

●

○
自

動
制

御
設

備

○

○

○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

ＪＩＳ又はＪＶ　（ ○ ５Ｋ　　　　○ １０Ｋ　　（図示部分））

保温 屋外露出配管は標準仕様書第２編３.１.５　ｅ ３・(ハ)・Ⅴによる保温を行う。

ただし、防凍保温は共通事項による。

建物導入部配管○ 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○ (a)　○ (b)　○ (c)　による。

○

●

（６）冷媒管 　　　　　　　 　●　冷媒用被覆銅管

●  衛 生 器 具 設 備 一式

●

●
衛

生
器

具
設

備

●

○

○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

●

●

硬質塩化ビニル管（ﾋﾟｯﾄ内・一般）
硬質塩化ビニル管（ﾋﾟｯﾄ内・一般）

硬質塩化ビニル管（ﾋﾟｯﾄ内・一般）

硬質塩化ビニル管 ○ 遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管(HP)

耐火二層管（ＶＰ）
耐火二層管（ＶＰ）

耐火二層管（ＶＰ）

設計図

○

○

　　　　　　　　　雑 排 水 管 ●

●　消火器

研究所監修の建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により行う。ただし、設計用

（機械設備）

○  自 動 制 御 設 備

● 屋外露出部（●給水管　○消火管　○膨張管　○ドレン管　○　　　　　○　　　　

○（○ 厨房　 ○ 湯沸室　　　 　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・(イ)・Ⅶ）とし

○

（１）屋内消火栓　　一般 ○○

●

                  通  気  管　●

　 ● 給水装置　　○ 排水装置　　　　○ 換気機器　　○ 空調機器　　○ 熱源機器

〇

〇 屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　

一式

●　ＡＢＣ　10型

○

天井仕上区分 （　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。○

MP-01
特記仕様書

東安房漁業協同組合　加工処理施設（ﾋｼﾞｷ加工場）整備工事

東安房漁業協同組合　加工処理施設（ﾋｼﾞｷ加工場）整備工事

千葉県南房総市千倉町千田字西汐入1052-6

食品加工場 鉄骨造 ２階 建築図参照 建築図参照

建物名称 構造 階数 備考
延べ面積 消防法施行令
（ｍ2） 別 表 第 一

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

　　　(機械設備工事編)(最新版)」(以下、「標準仕様書」という。)、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事

　　　編)(最新版)」(以下、「改修標準仕様書」という。）及び｢公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(最新版)」

　　　(以下、｢標準図｣という。)による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、

　　　（　／　）図による。

　　　下記の工事仕様は適用しない。なお、電気設備工事の工事仕様は、（　／　）図、建築工事の工事仕様は

　　　価されたことを示す書面を提出して工事監理者の承諾を受ける。

　　　する場合は、あらかじめ工事監理者の承諾を受ける。

工事監理者事務所

●

● ● 別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

○ 埋戻し後の建設発生土は、工事監理者が指示する構内の場所に敷きならしとする。●

● 産業廃棄物として適切に処分する。

● ○ 根切り土の中の良質土　 ●山砂の類

営繕工事電子納品要領(案)(平成14年11月改訂版)によるほか、工事監理者の指示による。

●

機械室に設ける。説明板の大きさは、約0.3ｍ2とする

（平成１９年版）によるほか、工事監理者の指示による。

● ● 本工事（調整項目は下記のものとする｡）

● 風量調整　○ 水量調整　● 室内外空気の温湿度の測定　○ 騒音の測定

● ５０Ｈｚ　　　○ ６０Ｈｚ

● 溶接部の非破壊検査　　　● 要（　X線検査　　　　　　　　　　　　　　　　）

●

 （○ 浴室（ユニットは除く）  ● ボイル室  ● 作業室  ● 乾燥室  ● 加工室  ）

●屋内露出（● ボイル室,作業室,乾燥室,加工室 ）の保温外装は（● ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ ）とする。

●

●

● ● 低圧ダクト（ ● コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）

32.6 65.5

0.6 40.7

●

● ＪＩＳ又はＪＶ　（ ○ ５Ｋ　　　● １０Ｋ（図示部分））

　 ○ アングルフランジ工法　● スパイラルダクト）とする。

●

（５）空調用排水管　　　　　　●　硬質塩化ビニル管ライニング鋼管　●　硬質塩化ビニル管

● 低圧ダクト（ ● コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）

　 ○ アングルフランジ工法　● スパイラルダクト）とする。

●

● ● 全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、OA全て・2次側EAとする）

和風大便器耐火ｶﾊﾞｰ

●

●

●

ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。

SGP-VD

SGP-VB

● ●台所流し（ﾐﾆｷｯﾁﾝを含む）用の水栓は泡沫式とする。

○ ○水道事業者指定品（○ 貸与品　○ 買い取り）　○ 標準図ＭＣ形

管の上端より原則として、一般敷地は（　60　ｃｍ）構内道路は（　90　ｃｍ）以上とする。

● ○ 合成樹脂製　○ アルミニウム合金製　○ 人造石とぎ出し製　● ステンレス製

● 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ● (a)　○ (b)　○ (c)　による。

● ● 要（● 別途工事　○ 本工事）　　○ 不要

（１）屋　　内　　汚  水  管　● ●

●
給
湯

設
備

● ステンレス管（フレキシブル接手）　　●機器付属接続管

○
消
火

設
備

一式

一式

●　空 気 調 和 設 備

●　換 気 設 備

○　排 煙 設 備

●　給 水 設 備

●　排 水 設 備

●　給 湯 設 備

○　消 火 設 備

一式

●　浄 化 槽 設 備

●　圧 縮 空 気 設 備

●　真 空 設 備

ユニット型浄化槽●

●
浄
化

槽
設

備

基礎等の厚さ

●

●
圧
縮

空
気

設
備

機器類 空気圧縮機方式

　〇本工事（〇中央方式　〇局所方式）　　●別途工事（〇中央方式　●局所方式）

　〇標準仕様書[表8.3.1]による　　　　　　●設計図による

　●アナログ表示　　　　○デジタル表示

圧力計

● ●本工事（●ステンレス管　〇　　　　）　〇別途工事配管工事

機器類●

　〇本工事（〇中央方式　〇局所方式）　　●別途工事（〇中央方式　●局所方式）

●
真
空

設
備

吸引ポンプ

配管工事● ●本工事（●ステンレス管　〇　　　　）　〇別途工事
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空調設備　機器表
M-01
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東安房漁業協同組合　加工処理施設（ﾋｼﾞｷ加工場）整備工事 23 . 02 . 28

00-00

機 　器 　表（１）

記　　号 機　器　名　称 仕　　　　様
φ kWV

台　数 設置場所 備　　考
電　　気　(50Hz)

記　　号 機　器　名　称 仕　　　　様
電　　気

φ kWV
台　数 設置場所 備　　考

特 記 事 項

（１）公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版（・適用　●適用外）

（３）フィルターの予備は、１００％とする

（２）全熱交換効率は、６０％以上とする

機　器　名　称 仕　　　　様
φ kWV

台　数 設置場所 備　　考
電　　気　(50Hz)

（２）冷房能力及び暖房能力は、ＪＩＢ　Ｂ　８６１６による。

（３）屋外機は重塩害仕様とする。

（１）公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版（・適用　●適用外）

（８）圧縮機はインバーター仕様とし、屋外機に設置する。

（９）運転時間表示用端子は（　○要　●不要）とする。

（６）室内、屋外ユニット間の電気配線（アース共）は、空調機メーカーの基準に則り施工する。

（５）室外機基礎は（　○標準基礎　　●防振基礎　）とする。

（４）屋外機には転倒防止措置を施す。

（７）屋内機には耐震振れ止めを施す。

（10）フィルタ ーの予備は、１００％とする。

特 記 事 項

記　　号

特 記 事 項 （１）公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版（・適用　●適用外）

屋上　空調機器置き場

１Ｆ　事務室

２Ｆ　屋外機械置場

２Ｆ　屋外機械置場

２Ｆ　屋外機械置場

２Ｆ　屋外機械置場

２Ｆ　屋外機械置場

２Ｆ　屋外機械置場

２Ｆ　玄関・廊下

２Ｆ　加工室

２Ｆ　休憩室

２Ｆ　ロッカー室

２Ｆ　選別室

２Ｆ　選別機械室

1

1

1

1

1

1

1

PAC-1-1

PAC-2-2

PAC-1-2

PAC-1-3

PAC-2-1

PAC-2-3

PAC-2-4

個別パッケージエアコン

個別パッケージエアコン

個別パッケージエアコン

個別パッケージエアコン

個別パッケージエアコン

個別パッケージエアコン

個別パッケージエアコン

3 200

3 200

3 200

3 200

3 200

3 200

3 200(冷房)

(暖房)

(冷房)

(暖房)

(冷房)

(暖房)

(冷房)

(暖房)

(冷房)

(暖房)

(冷房)

(暖房)

(冷房)

(暖房)

全熱交換器

全熱交換器

全熱交換器

全熱交換器

(24H換気)

(24H換気)

(24H換気)

(24H換気)

HEU-1-1

HEU-1-2

200

200

200

1

1

1

2001

1

1

1

1

１Ｆ　事務室

１Ｆ　加工室

２Ｆ　休憩室

２Ｆ　選別室

型　　式：天井埋め込み型

付 属 品：ジーニアスリモコン、防振吊り金具、24時間換気ユニット、

　　　　　給気用除塵フィルター、給排気グリル、その他標準付属品一式

　　　　　給気用除塵フィルター、給排気グリル、その他標準付属品一式

付 属 品：ジーニアスリモコン、防振吊り金具、24時間換気ユニット、

型　　式：天井カセット型

能　　力：  150 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力：  800 ｍ3/ｈ　×　150 Pa

　　　　　給気用除塵フィルター、給排気グリル、その他標準付属品一式

付 属 品：ジーニアスリモコン、防振吊り金具、24時間換気ユニット、

型　　式：天井埋め込み型

　　　　　給気用除塵フィルター、給排気グリル、その他標準付属品一式

付 属 品：ジーニアスリモコン、防振吊り金具、24時間換気ユニット、

型　　式：天井埋め込み型

能　　力：  950 ｍ3/ｈ　×　150 Pa

能　　力：  450 ｍ3/ｈ　×　150 Pa

FE-1-1 １Ｆ　ボイル室4

FE-1-2

FE-1-3

FE-1-4

天井扇

天井扇

排風機

１Ｆ　前室

１Ｆ　ＳＫ

１Ｆ　男子トイレ

1

1

1

有圧扇

　　　　　取付枠、その他標準付属品一式

型　　式：天井扇（消音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：天井扇（消音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：ストレートシロッコファン（消音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

付 属 品：ウェザーカバー(SUS)、電動式シャッター、バックガード、

能　　力：  3550 ｍ3/ｈ　×　50 Pa

能　　力：  100 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力：  50 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力：  500 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

型　　式：排気用（オールステンレス高耐食タイプ）

FE-1-5 １Ｆ　女子トイレ1

FE-1-6 有圧扇 １Ｆ　ボイラー室1

付 属 品：ウェザーカバー(SUS)、電動式シャッター、バックガード、

　　　　　取付枠、その他標準付属品一式

型　　式：排気用（オールステンレス高耐食タイプ）

能　　力：  2000 ｍ3/ｈ　×　50 Pa

有圧扇

　　　　　取付枠、その他標準付属品一式

付 属 品：ウェザーカバー(SUS)、電動式シャッター、バックガード、

有圧扇

　　　　　取付枠、その他標準付属品一式

付 属 品：ウェザーカバー(SUS)、電動式シャッター、バックガード、

FS-1-1

FS-1-2

型　　式：給気用（オールステンレス高耐食タイプ）

型　　式：給気用（オールステンレス高耐食タイプ）

能　　力：  3500 ｍ3/ｈ　×　50 Pa

1

6

能　　力：  8000 ｍ3/ｈ　×　50 Pa

F-1-1 送風機 型　　式：ストレートシロッコファン（消音型）

能　　力：  3550 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

排風機

天井扇

天井扇

天井扇

天井扇

天井扇

天井扇

排風機

FE-2-1

FE-2-2

FE-2-3

FE-2-4

FE-2-5

FE-2-6

FE-2-7

FE-2-8

FS-2-1

FS-2-2

送風機

送風機 型　　式：ストレートシロッコファン（消音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：ストレートシロッコファン（消音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：天井扇（低騒音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：天井扇（低騒音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：天井扇（低騒音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：天井扇（低騒音型）

型　　式：天井扇（低騒音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：ストレートシロッコファン（消音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

型　　式：ストレートシロッコファン（消音型）

付 属 品：防振吊り金具、その他標準付属品一式

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

２Ｆ　製品保管庫

２Ｆ　包装資材庫

２Ｆ　前室

２Ｆ　給湯室

２Ｆ　ＳＫ

２Ｆ　トイレ

２Ｆ　ロッカー室

２Ｆ　選別機械室

２Ｆ　製品保管庫

２Ｆ　選別機械室

能　　力： 1400 ｍ3/ｈ　×　150 Pa

能　　力：  250 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力：  100 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力：  200 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力：  50 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力：  250 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力：  150 ｍ3/ｈ　×　100 Pa

能　　力： 1800 ｍ3/ｈ　×　150 Pa

能　　力： 1800 ｍ3/ｈ　×　150 Pa

能　　力： 1400 ｍ3/ｈ　×　150 Pa

3 200 0.125

3 200

3 200 0.370 １Ｆ　乾燥室

(参考)EF-40DTXC2-F

(参考)EG-50ETXC2-F0.200

１Ｆ　作業室

3 200 0.223 (参考)EG-50ETXC2-FQ

1

1

100

100

1 100

1 100

1 100

1 100

1 100

1 100

1 100

FS-2-2と連動

FE-2-8と連動

FS-2-1と連動

１Ｆ　ボイラー室

FS-2-1と連動

(24H換気-2台)

(24H換気-1台)

3 200 1.150

1 100 0.368

(参考)BFS-450TUA2

(参考)BFS-150SUG2

0.075 (参考)BFS-50SUG2

3 200

3 200

1 100 0.385

0.535 (参考)BFS-210STUA2

FE-2-1と連動

(参考)BFS-150SSUA2

(参考)BFS-180TUG20.425

型　　式：天井扇（台所用）

0.020

0.033 (参考)VD-18ZXP13-FP

(参考)VD-15ZXP13-FP

0.054 (参考)VD-20ZXP13-FP

0.033

(参考)VD-20ZP13

(参考)VD-20ZXP13-FP

(参考)VD-18ZXP13-FP

(参考)VD-15ZXP13-FP

(参考)VD-18ZXP13-FP

0.054

0.058

0.020

0.033

0.215

0.515

0.420

0.107

(参考)LGH-N50RXW

(参考)LGH-N100RXV

(参考)LGH-N80RXV

(参考)LGH-N25CX2

(屋外機)

(屋内機) PAC-1-1a

 PAC-1-2a

 PAC-1-3a

 PAC-2-1a

 PAC-2-2a

 PAC-2-3a

 PAC-2-4a

(屋外機)

(屋内機)

(屋外機)

(屋内機)

(屋外機)

(屋内機)

(屋外機)

(屋内機)

(屋外機)

(屋内機)

(屋外機)

(屋内機)

付 属 品：化粧パネル、ドレンアップ、リモコン、その他標準付属品一式

型　　式：天井カセット４方向型（ペア）

冷房能力：5.0kW

暖房能力：5.6kW

送 風 機：(屋内)16-13.5-11ｍ3/min　　　 (屋外)37ｍ3/min

1.21

1.25

(参考)SZRC56BYT

(参考)SZRC112BY2.47

2.35

付 属 品：化粧パネル、ドレンアップ、リモコン、その他標準付属品一式

冷房能力：10.0kW

暖房能力：11.2kW

型　　式：天井カセット４方向型（ペア）

送 風 機：(屋内)34-26.5-19ｍ3/min　　　 (屋外)80ｍ3/min

型　　式：天井カセット４方向型（ツイン）

冷房能力：12.5kW

型　　式：天井カセット４方向型（ツイン）

冷房能力：20.0kW

暖房能力：22.4kW

付 属 品：化粧パネル、ドレンアップ、リモコン、その他標準付属品一式

冷房能力：3.6kW

暖房能力：4.0kW

付 属 品：化粧パネル、ドレンアップ、リモコン、その他標準付属品一式

型　　式：天井カセット２方向型（ペア）

型　　式：天井カセット４方向型（トリプル）

冷房能力：14.0kW

暖房能力：16.0kW

付 属 品：化粧パネル、ドレンアップ、リモコン、その他標準付属品一式

型　　式：天井吊型（ペア）

冷房能力：7.1kW

暖房能力：8.0kW

付 属 品：ドレンアップ、リモコン、その他標準付属品一式

送 風 機：(屋内)20.5-16.5-12.5ｍ3/min×2　 (屋外)90ｍ3/min

暖房能力：14.0kW

付 属 品：化粧パネル、ドレンアップ、リモコン、その他標準付属品一式

3.38

3.28

(参考)SZRC140BYD

(参考)SZRC224BAD5.95

5.72

送 風 機：(屋内)34-26.5-19ｍ3/min×2　 　　(屋外)155ｍ3/min

送 風 機：(屋内)16-13.5-11ｍ3/min×3　　　 (屋外)91ｍ3/min

4.05

3.93

(参考)SZRC160BYM

送 風 機：(屋内)12-10.5-8.5ｍ3/min　　 　　(屋外)41ｍ3/min

0.89

0.98

(参考)SZRG40BYT

送 風 機：(屋内)21.5-18-14ｍ3/min　　 　 　(屋外)45ｍ3/min

2.30

2.37

(参考)SZRH80BYT

FE-1-6と連動

FE-1-1と連動

4

(参考)EG-60FTXC2-FQ

HEU-2-1

HEU-2-2
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朝   日   設   計
TITLEPRJ-NO.

PROJECT NO.

SCALE

DATE

1 : 200

N

2,6
00

Exp.j

Exp.j？

（通路）

鉄骨造 平屋

UP

凍結室

殺菌水器室

掃除用具入れ

前室(3)
冷蔵庫

梱包室

通路

AUTOAUTO足洗前室(1)

廊下 倉庫

ﾛｯｶｰ(女子)
(男子)

玄関

前室(2)
機械室

前室

足洗

排水溝

前室(5)

上部庇

通路

ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ

ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ

SH(
軽量

)

SSH 前室 SSH

SSH SSH

SSH SSH

SH(
軽量

)

上部庇

作業室乾燥室 ボイル室

ボイラー室

加工室

荷物用EV

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

事務室

廊下

足洗
排水溝 上部ﾎｲｽﾄ受けﾚｰﾙ

排水溝

玄関（1）

玄関（2）

前室
足洗

排水溝

上部ﾎｲｽﾄ受けﾚｰﾙ

SK

UP

工具庫

ｴｱｼｬﾜｰ

UP

PS

増築範囲

既存範囲

DY4

DY5

BY2

BY4

EY1

EY4

80

80
12,

000

1,7
50

2,7
00

2,5
00

5,0
50

2,1
50

6,3
00

400

4,5
50

46,860

6,200 5,500 6,500 6,800 4,750 5,600 5,600 5,750 80

Exp.j

HEU

1-1

BY3

BY2

BY1

EY3

増築範囲

既存範囲

BY4

FE

1-1 x4

FE

1-2

FE

1-3

FE

1-4

FE

1-5

FS

1-2

FE

1-6

HEU

1-2

PAC

1-2a

PAC

1-3a x2

PAC

1-1a

FS

1-1 x6

F

1-1 x4

PAC

1-3

EA

EA

EA OA

EA

EA EA

EA EA

E
A

E
A

E
A

EA EA

EA

EA

EA

EA EA

OA

OAOA

EA

EA

EA 延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン

O
A

O
A

空調設備　１階ダクト平面図

ウェザーカバー

ウェザーカバー

ウェザーカバー

ウェザーカバー

ウェザーカバー
(FD付)

VC250
(FD付)250φ

ウェザーカバー
(FD付)

250φ

250φ

250φ(FD付)
VC250

ウェザーカバー ウェザーカバー ウェザーカバー
(FD付) (FD付) (FD付)

VC200

150φ

150φ

200φ
150φ150φ

200φ

VC200

200φ
150φ

150φ

VC100

VC100

VC100

100φ

100φ

VC150 VC150

ウェザーカバー ウェザーカバー ウェザーカバー ウェザーカバーx2 ウェザーカバーx2

VD

VD

VC200

VC200

DG

注１.　特記なきベンドキャップはＳＵＳ製・指定色を示す。

注２.　特記なきＯＡ・ＳＡ吹出口はフィルター付を示す。

注３.　　　　　　 は、換気経路（ドアガラリまたはアンダーカット）を示す。

DG

DG

M-02

階段室

UP

700×700

700×700

700×700 700×700

注４.　ウェザーカバーは耐風力計算を行い堅固に取り付ける。

EX.A

ウェザーカバー取付要領図

柱面壁芯

（建築工事）

（建築工事）

FB-5x50 曲げ加工

開口補強（建築工事）

フード(SUS)
開口補強（建築工事）

防鳥網(SUS)付

（建築工事）

上部開口補強

四方シール

(FD付) (FD付)(FD付)

(FD付)

(FD付)

(FD付)

(FD付)

ボイラー室
延焼ライン BY2

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9

BX9

排気筒（SUS310相当 ｔ＝1.0）
ロックウール50ｔ巻

排気トップ（陣笠タイプ）

700×700

700×700

GL+12.6ｍまで立ち上げ開放

12
,2

00

▽G.L

排気筒施工要領立面図排気筒施工要領平面図

BOX

VHS

Q

BOX

Q

吸　込　口 (EA)

男子トイレ 女子トイレ

吸　込　口 (EA)

3 3

167 m3/h 167 m3/h

200 × 200 200 × 200

300 × 300 × 300 300 × 300 × 300

BOX

VHS

Q

BOX

Q

HS

吸　込　口 (EA)吹　出　口 (OA)

加 工 室 加 工 室

1 1

800 m3/h 800 m3/h

350 × 350 350 × 350

550 × 550 × 450 550 × 550 × 450

VHS

BOX

VHS

Q

吹　出　口 (OA)

2300 × 300

500 × 500 × 400

玄 関 （1）・（2）

575 m3/h
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朝   日   設   計
TITLEPRJ-NO.

PROJECT NO.

SCALE

DATE

1 : 200

N

2/1
0機械室

Exp.j

3/100

DN

3/100

Exp.j

ｴｱｼｬﾜｰ

休憩室

ﾄｲﾚ

給湯室
ﾛｯｶｰ室

前室
製品保管庫

選別室

包装資材庫

廊下

PS

屋外機械置場

ﾀﾗｯﾌﾟ

荷物用EV
通路

SK

機器搬入口

増築範囲

既存範囲

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9

EY4EY4

BY2

EY1
DY5

BY4

805,7505,6005,6004,750

46,860

6,8006,5005,5006,20080

2,1
50

6,3
00

400

9,1
50

12,
000

2,8
50

EY3

増築範囲

既存範囲

BY1

BY3

BY2

BY4

FS

2-1

FE

2-1

FE

2-2

HEU

2-1

HEU

2-2

FE

2-3

FE

2-4

FE

2-5

FE

2-6

FE

2-7

FE

2-8

FS

2-2

PAC

2-3a

PAC

2-2a

PAC

2-1a

PAC

2-4a

x3

x2

PAC

1-1

PAC

1-2

EAOA

OA EA

E
A

E
A

E
A

O
A

O
A

O
A

EA

PAC

2-1

PAC

2-2

PAC

2-3

PAC

2-4

選別機械室

延焼ライン 延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン延焼ライン

延焼ライン

空調設備　２階ダクト平面図

VC300

VC300

VC150

E
A

E
A

EA

O
A

VD

VD

BOX

VHS

Q

BOX

Q

HS

吸　込　口 (EA)吹　出　口 (OA)

1 1

BOX

VHS

Q

BOX

Q

HS

吸　込　口 (EA)吹　出　口 (OA)

選 別 室 選 別 室

選別機械室 選別機械室

BOX

VHS

Q

BOX

Q

HS

吸　込　口 (EA)吹　出　口 (OA)

350 × 350 350 × 350

550 × 550 × 450

製品保管庫 製品保管庫

BOX

VHS

Q

吹　出　口 (OA)

1

包装資材庫

450 m3/h 450 m3/h

900 m3/h 900 m3/h

700 m3/h 700 m3/h

2 2

22

BOX

VHS

Q

BOX

Q

HS

吸　込　口 (EA)吹　出　口 (OA)

475 m3/h

2 2

E
AO
A

E
A

O
A

OA

O
A

O
A

E
A

EA

E
A

250 m3/h

475 m3/h

休 憩 室 休 憩 室

300 × 300 300 × 300

300 × 300 300 × 300

500 × 500 × 400 500 × 500 × 400

500 × 500 × 400 500 × 500 × 400

400 × 400 400 × 400

200 × 200

600 × 600 × 500 600 × 600 × 500

550 × 550 × 450

400 × 400 × 400

VC200 VC200 VC200VC150 VC100 VC150 VC300 VC300

EA

E
A

VC300

VC300

E
A

VD

VD

OA

VC150

150φ

250φ 250φ

300φ

300φ

150φ300φ

200φ

200φ 200φ

200φ

300φ 300φ

150φ

150φ 100φ 150φ

300φ

300φ 200φ 200φ

200φ 200φ

200φ

200φ

EA

E
A

BOX

VHS

Q

吹　出　口 (OA)

300 × 300

500 × 500 × 400

1

給 湯 室

VC200

OA

200φ

100φ

100φ

VC100

650 m3/h

DG

注１.　特記なきベンドキャップはＳＵＳ製・指定色を示す。

注２.　特記なきＯＡ・ＳＡ吹出口はフィルター付を示す。

注３.　　　　　　 は、換気経路（ドアガラリまたはアンダーカット）を示す。

DG

DG

M-03

DN

階段室

200φ
300φ 300φ

FDFDFDFDFDFDFD

(FD付) (FD付) (FD付) (FD付) (FD付) (FD付) (FD付) (FD付)(SUS製
　開口面積が100cm2以内)

FD
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1 : 200

N
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00

Exp.j
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（通路）

鉄骨造 平屋

UP

凍結室

殺菌水器室

掃除用具入れ

前室(3)
冷蔵庫

梱包室

通路

AUTOAUTO足洗前室(1)

廊下 倉庫

ﾛｯｶｰ(女子)
(男子)

玄関

前室(2)
機械室

前室

足洗

排水溝

前室(5)

上部庇

通路

ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ

ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ

SH(
軽量

)

SSH 前室 SSH

SSH SSH

SSH SSH

SH(
軽量

)

上部庇

作業室乾燥室 ボイル室

ボイラー室

加工室

荷物用EV

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

事務室

廊下

足洗
排水溝 上部ﾎｲｽﾄ受けﾚｰﾙ

排水溝

玄関（1）

玄関（2）

前室
足洗

排水溝

上部ﾎｲｽﾄ受けﾚｰﾙ

SK

UP

工具庫

ｴｱｼｬﾜｰ

UP

PS

増築範囲

既存範囲

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9

DY4

DY5

BY2

BY4

EY1

EY4

80

80
12,

000

1,7
50

2,7
00

2,5
00

5,0
50

2,1
50

6,3
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4,5
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記 号 液 管 ガス管

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

6.4φ

6.4φ

9.5φ

9.5φ

12.7φ

15.9φ

9.5φ

9.5φ

9.5φ

12.7φ

12.7φ

15.9φ

15.9φ

19.1φ

22.2φ

25.4φ

25.4φ

28.6φ

28.6φ

31.8φ

31.8φ19.1φ

19.1φ⑫

⑬ 22.2φ

38.1φ

38.1φ

冷 媒 管 凡 例

　　（EM-CEE　2.0ﾟ-3C）

注２.明記なき配管は天井配管を示す。

注３.　　　は防火区画管通処理を示す。

注１.特記なき内外渡り配線は冷媒共巻とする。

注４.ﾄﾞﾚﾝ末端部（PS内）に空調用トラップを設置する

D

DD

R

R
R

R

R

D

R

延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン

HEU

1-1

FE

1-4

FE

1-5

PAC

1-1a

FE

1-1 x4

FE

1-2

FE

1-3

FS

1-1 x6

F

1-1 x4

FE

1-6

PAC

1-3

FS

1-2

HEU

1-2

PAC

1-3a x2

PAC

1-2a

R RD

D D

D

DD

増築範囲

既存範囲

EY3

BY1

BY2

BY3

BY4

空調設備　１階配管平面図

D

50 5050②,③

②,25

③

③

③,25

③,25 ③,25

5050 50

50

R

③

D

浸透マス

浸透マス

浸透マス

浸透マス

R

R

R

注５.浸透桝は、塩ビ製３００φ、Ｈ＝３５０とする

リモコン配線要領（参考）

EM-CEE1.25°-2C（天井コロガシ）

空調屋内機

リモコンスイッチ(FL+1000程度)

PF16

M-04

階段室

UP
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給湯室
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製品保管庫
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包装資材庫
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屋外機械置場
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機器搬入口
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増築範囲

既存範囲

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9

EY4EY4
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BY2

BY4

BY1

EY3

増築範囲

既存範囲

記 号 液 管 ガス管

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

6.4φ

6.4φ

9.5φ

9.5φ

12.7φ

15.9φ

9.5φ

9.5φ

9.5φ

12.7φ

12.7φ

15.9φ

15.9φ

19.1φ

22.2φ

25.4φ

25.4φ

28.6φ

28.6φ

31.8φ

31.8φ19.1φ

19.1φ⑫

⑬ 22.2φ

38.1φ

38.1φ

冷 媒 管 凡 例

　　（EM-CEE　2.0ﾟ-3C）

注２.明記なき配管は天井配管を示す。

注３.　　　は防火区画管通処理を示す。

注１.特記なき内外渡り配線は冷媒共巻とする。

注４.ﾄﾞﾚﾝ末端部（PS内）に空調用トラップを設置する

R
R

R

R

R

R

R

R

R

R

R
RD

D

D
D

R

R

D
D

PAC

1-1

PAC

1-2

HEU

2-1

PAC

2-1a x2

FS

2-1

FE

2-2

FE

2-1

HEU

2-2

FE

2-4

FE

2-5

FE

2-6

FE

2-7

FE

2-8

PAC

2-3a

PAC

2-2a x3

PAC

2-4a

FS

2-2

FE

2-3

PAC

2-1

PAC

2-2

PAC

2-3

PAC

2-4

選別機械室

延焼ライン 延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン延焼ライン

延焼ライン

D R R

D D
休憩室 25

空調設備　２階配管平面図

25
DD

25,②
25,②

③,40

25

②,40

40,②

③

③

⑥ ②

⑥

②

③,25

25

③

40

25

50,②,③

5050

R

R

R

R

リモコン配線要領（参考）

EM-CEE1.25°-2C（天井コロガシ）

空調屋内機

リモコンスイッチ(FL+1000程度)

PF16

M-05

DN

階段室





一級建築士事務所

１ 級建築士登録　第278653号 高橋義弘

株 式 会 社

１ 級建築士事務所 東京都登録 第45991号

朝   日   設   計
TITLEPRJ-NO.

PROJECT NO.

SCALE

DATE

―

東安房漁業協同組合　加工処理施設（ﾋｼﾞｷ加工場）整備工事 23 . 02 . 28

00-00
P-02

衛生設備　系統図

E共同加工施設

ボイラー室 加工室 ボイル室・作業室・乾燥室 男子トイレ

女子トイレ

前室

PS

前室

トイレ

給湯室

▽GL
▽1FL

▽建物高さ

▽2FL

6
,
8
0
0

1
0
0

1
2
,
2
0
0

5
,
3
0
0

M

水道本管より引き込み
(40A：既存利用)

以降別棟へ給水

以降別棟へ給水

既存管へ分岐接続

既存管へ分岐接続

既存棟建物内天井配管

各所へ 各所へ 各所へ

FJ40x2

以降、浄化槽へ接続

ピット

以降、排水処理設備へ接続 以降、排水処理設備へ接続 以降、排水処理設備へ接続

GV25:ボイラー室系統

GV25:加工室系統
GV25:ボイル・作業・乾燥室系統
GV40:一般室系統

GV40x2

VC100

エア抜き弁

GV25

GV40
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１ 級建築士事務所 東京都登録 第45991号

朝   日   設   計
TITLEPRJ-NO.

PROJECT NO.

SCALE

DATE

N

臨港
道路

（構
内通

路）

資材倉庫
冷蔵庫

ウインチ小屋

資材倉庫

ｺﾝﾃﾅ

東安房漁業協同組合

漁村センター

潮風王国ふれあい広場海水汲み上げ施設

臨港
道路

（構
内通

路）

浄化施設

仮設監視小屋

プール

慰霊碑

仮設ビニールハウス

船揚場
野積場

一般
県道

　和
田白

浜立
山自

転車
道線

（漁船保管施設）

（漁港浄化施設）

漁協冷蔵庫

ヒジキ加工場

協同加工施設

資材倉庫

通路

道路
境界

線

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

敷地
境界

線

敷地境界線

敷地
境界

線

敷地境界線

道路境界線

A

B

E

G

H

I
F

ｺﾝﾃﾅ（1）
ｺﾝﾃﾅ（2）

ヒジキ加工場

排水処理機械室

排水処理水槽

漁具倉庫

ウインチ小屋

12,
000

24,200

46,700

22,500

12,
000

2,9
50

集水マスへ接続（以降、排水処理設備工事）

集水マスへ接続（以降、排水処理設備工事）

衛生設備　外構図

雨水マスへ接続（以降、建築工事）

S
1-2

浄化槽(12人槽)S
1-1

S
1-3

S
1-4

S
1-5

S
2-1

S
2-2

S
1-6

S
1-7

S
1-8

S
1-9

S
3-1

S
3-2

S
3-3

S
3-4

S
3-5

S
3-6

S
3-7

S
3-8

S
3-9

S
3-10

S
4-1

S
4-2

S
4-3

S
4-4

S
4-5

S
4-6

S
4-7

S
4-8

浄化槽へ接続

100

75

漁船修理場
臭突管　75A

屋根上まで立ち上げて開放
通気金物

100

100

100

150

100

100

150

150150

100

P-03



23 . 02 . 28

00-00

東安房漁業協同組合　加工処理施設（ﾋｼﾞｷ加工場）整備工事一級建築士事務所

１ 級建築士登録　第278653号 高橋義弘
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朝   日   設   計
TITLEPRJ-NO.

PROJECT NO.

SCALE

DATE

1 : 200

N

2,6
00

Exp.j

Exp.j？

（通路）

UP

凍結室

殺菌水器室

掃除用具入れ

前室(3)
冷蔵庫

梱包室

通路

AUTOAUTO足洗前室(1)

廊下 倉庫

ﾛｯｶｰ(女子)
(男子)

玄関

前室(2)

前室

足洗

排水溝

前室(5)

上部庇

通路

ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ

ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ

SH(
軽量

)

SSH 前室 SSH

SSH SSH

SSH SSH

SH(
軽量

)

上部庇

作業室乾燥室 ボイル室

ボイラー室

加工室

荷物用EV事務室

廊下

足洗
排水溝 上部ﾎｲｽﾄ受けﾚｰﾙ

前室
足洗

排水溝

上部ﾎｲｽﾄ受けﾚｰﾙ

SK

UP

工具庫

ｴｱｼｬﾜｰ

UP

PS

増築範囲

既存範囲

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9

DY4

DY5

BY2

BY4

EY1

EY4

80

80
12,

000

1,7
50

2,7
00

2,5
00

5,0
50

2,1
50

6,3
00

400

4,5
50

46,860

6,200 5,500 6,500 6,800 4,750 5,600 5,600 5,750 80

Exp.j

衛生設備　１階平面図

男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

玄関（1）

玄関（2）

延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン

次亜

O

BY3

BY2

BY1

EY3

増築範囲

既存範囲

BY4

OT

2

以降、既存図参照

以降、詳細図参照

BAV65

BAV65

BAV65

BAV65

詳細図参照

詳細図参照

既存排水管盛替え工事

既存配管より分岐接続 既存配管より分岐接続

GV40(VC-2)
増築棟系統

GV40(VC-2)
既存棟系統

機械室

鉄骨造 平屋

以降、既存図参照

2040

20,40
40,20

40 40

40

100

100

100

100

T5A-50 T5A-50

T14B-50
T5A-50

(共栓、カゴ付き)

T14B-100

T5A-50 T5A-50
間接排水口100-150

間接排水口100-150間接排水口100-150

FJ20

GV20
20

20

100100

40,40 50,40

FJ20x2FJ40x2

GV25,GV25,GV25 FJ20

GV40

20 20

20

20

20

20

20

2020

20

25

25

20

GV20GV20

50,50
5050

50 GV20,GV20

2020

20 20

排水溝

GV20

GV20

GV20

GV20

GV20

GV20

GV20

GV20

GV20

100,75,25

(40)

注１.　特記なき配管(排水を除く)は天井配管を示す。

注３.　( * ) 印の配管は床下配管または埋設配管を示す。

注２.　特記なき排水配管は床下配管を示す。

階段室

UP

O

OP
1

OT
1

100
HTVP

SGP(黒)

SGP(黒)

SGP(黒)

SGP(黒)

20

A

32

V

32

コンプレッサー

真空ポンプ

(既存再使用)

(既存再使用)

50

BAV50
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PROJECT NO.

SCALE
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1 : 200

N

2/1
0機械室

Exp.j

3/100

DN

3/100

Exp.j

ｴｱｼｬﾜｰ

休憩室

ﾄｲﾚ ﾛｯｶｰ室

前室
製品保管庫

選別室

包装資材庫

廊下

PS

屋外機械置場

ﾀﾗｯﾌﾟ

荷物用EV
通路

SK

機器搬入口
W2.50xH3.00

増築範囲

既存範囲

増築範囲

既存範囲

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9

EY4EY4

BY2

EY1
DY5

BY4

AY4

AY5

BY1

EY2

EY3

BY2

BY4

805,7505,6005,6004,750

46,860

6,8006,5005,5006,20080

1,0
00

2,9
50

12,
000

80

300

4,0
00

3,4
00

300
700

2,1
50

6,3
00

400

9,1
50

12,
000

2,8
50

衛生設備　２階平面図

選別機械室

延焼ライン

延焼ライン 延焼ライン

延焼ライン

延焼ライン延焼ライン

COA50

65
COA100

20,50,40

COA100

100 100

2525GV25

40,40

20100,20

75

4040給湯室

100

VC100 エア抜き弁

100,75,25

100,75,20

注１.　特記なき配管は床下配管を示す。

DN

階段室

20,40

20

A

A

A

32

32

エアドライヤｰ、エアフィルター(ミスト・クリーン)、フィルターレギュレーター

BAV32
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SCALE
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1 : 100衛生設備　詳細図

ボイラー室

足洗

排水溝

UP

延焼ライン

BX8 BX9

5,750

BY3

BY2

BY1

EY3

BY4

6,200 5,550

BX1 BX2 BX3

BY4

BY1

荷物用EV
事務室

廊下

前室

足洗

SK

PS

男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

玄関（1）

玄関（2）

　１階　ボイラー室回り詳細図　　１階　トイレ回り詳細図　

HS

1 1 1

B CR

x2x2

穴あけ10φ-＠50ｍｍ

穴あけ10φ-＠50ｍｍ

穴あけ10φ-＠50ｍｍ

穴あけ10φ-＠50ｍｍ

GV40

GV40

GV40

GV40

GV50

GV65

GV65

以降、平面図参照

GV25

25

25

25

25

BT25

100

100

100

100

50 50

2020
20 20

COA100

20 20 2025

65,20 20,40 20,40

40

100

50

COA100

COA100

25,50

25,50

40

25752575

32 20 20 20

40 40 40

32

75 75

25 25

GV40

40

40

32

75

20

32

100

100

T14B-50
(共栓、カゴ付き)

65,65

減圧装置

減圧装置

GV40

GV40

GV40

GV40

S SS
S

S
SS

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

S
S

減圧装置

減圧装置

減圧装置

減圧装置

ボイル室

50,40,40,40

50,40

50,40,40

25,40

25,40

25,40

25,40

ボイル水槽内配管40A

ボイル水槽内配管40A

ボイル水槽内配管40A

ボイル水槽内配管40A

50,40,40,40,40

S

S

S

S

S

S

S

S

UP

階段室
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PROJECT NO.

SCALE

DATE

Ｓ＝１／５０Ｂ－Ｂ断面配筋図

G.L.

φ
2
00

ＦＳ１

柱頭部 床版部

Ｓ１

2
0
4
0

2
0
0

2
4
2
0

2
2
2
0

1
8
0

主筋　４－Ｄ１３

HOOP D10 @ 100

D13 @ 200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13 @ 200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

1
5
0

*
(
1
00

)
5
0

2
5
7
0

フローシート

担体流動循環方式

3

3

3

ｍ

１２　人

有　　効　　容　　量

０．２　ｍ　／人・日

９０　％以上

２０　ｍｇ／Ｌ

２００　ｍｇ／Ｌ

　　２．４　ｍ　／日

合併処理／ＨＣＺ－１２（Ｄ）

仕　　　　　　　様

計画汚水量

種類 ／ 型式

除　去　率

一人当り汚水量

夾雑物除去槽

放流水ＢＯＤ濃度

流入水ＢＯＤ濃度

処　理　方　法

処理対象人員

電　気　機　器　仕　様

０．０６０

担体流動槽

放流ポンプ槽

沈　殿　槽

送風機

嫌気ろ床槽

１００Ｌ／分（０．０１７ＭＰａ）

１００Ｖ，６８Ｗ，１台

Ｎ≧２

砂利

６０

コンクリート

特記事項

Ｎ≧１０

砂礫・砂

Ｎ＜２Ｎ≧１０

岩盤・土丹

継ぎ手・定着長さ

Ｎ　値

土　質

鉄筋

ＦＣ＝１８Ｎ／ｍｍ

全て４０ｄとする

ＳＤ２９５Ａ（規格品）

Ｎ＜１０

砂利

　６０

2

１５０

砂利地はだ

必要地耐力

厚さ (mm)

種　別

１００

５０ｋＮ／ｍ （想定）

１００

砂利

その他

地耐力

地　盤

配筋事項

＊砕石厚サの条件

（砕石）

地　業

使用材料
2

特記なき事項はＪＡＳＳ５による。

シルト・粘土・ローム

ＦＣ＝２１－１８（１５）－２０（２５）

但し、捨てコン・無筋コンクリートは

（本図は砕石１００ｍｍとする）

ｍｍ付。・カサ上げ

・Ｔ－６仕様

３００

・ポンプアースは確実に接地して下さい（Ｄ種接地工事）

５６　％以上

２０　ｍｇ／Ｌ

４５　ｍｇ／Ｌ

除　去　率

放流水Ｔ－Ｎ濃度

流入水Ｔ－Ｎ濃度

・積雪１ｍ以下の場所に設置して下さい。

・地下水位に応じて浮上防止をして下さい。

・製品全高は±１０ｍｍの公差があります。

・流入放流管底は、製品全高に対して±１０ｍｍの公差があります。

７０　％以上

３０　ｍｇ／Ｌ

１００　ｍｇ／Ｌ

除　去　率

放流水ＣＯＤ濃度

流入水ＣＯＤ濃度

９１　％以上

１５　ｍｇ／Ｌ

除　去　率

放流水ＳＳ濃度

流入水ＳＳ濃度 １６０　ｍｇ／Ｌ

・浄化槽の重量に耐える地盤に設置して下さい。

・カサ上げは３００ｍｍを超えないようにして下さい。

消　毒　槽

フロートスイッチ付（内蔵）
放流ポンプ
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・アンカーは土木工事に含む。

・浮上防止金具はオプションです。
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